
                                

   

 

 寒い冬を越え、暖かな陽ざしが心をほぐす季節となりました。卒業や入学、進級、新しい体制な

ど、地域や学校も一年の節目を迎えています。この春、小学校を旅立つ六年生は、地域の皆さまに六

年間温かく見守っていただき、無事に、そして健やかに卒業の日を迎えることができました。登下校

の見守りや、地域での声かけ、さまざまな場面で寄り添ってくださったことに、心より感謝申し上げ

ます。子どもたちは、地域の中で育てていただきました。日々の何気ないまなざしや言葉が、子ども

たちの心の中で安心となり、力となり、今日の成長へとつながっています。頼もしく巣立っていく姿

をうれしく思う一方で、少し寂しさも感じる季節です。けれど四月には、大きなランドセルを背負っ

た新しい一年生が、この地域にやってきます。六年生へとつないでいただいた温かな見守りの輪を、

これからまた次の子どもたちへ。この地域の優しさが、これからも子どもたちの歩みをそっと支えて

いきますように。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

来年度の地域学校協働活動（予定） 

４月  なかよしふれあいデー「サンドアート」 

５月  交通安全教室 

     親子ふれあい活動「除草活動、レクレーション」 

     米作り体験「田植え」 

 ６月  ホタルを通じた環境学習 

     ぎんなん学習① 

８月  親児の会主催の活動（令和７年度はウォータースプラッシュバトル） 

９月  米作り体験「稲刈り」 

１０月  地区運動会 

     秋みつけ 

     町たんけん 

１１月  地域清掃活動 

     三世代ふれあいグランドゴルフ 

     ぎんなん学習② 

１２月  冬みつけ 

ぎんなん学習③ 
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さつまいも収穫体験 

米作り体験「炊飯」 

２月  三世代ふれあいもちつき大会 

     おわカレー会 

※毎月の活動 あいさつ運動、防犯あいさつ運動 

※定期的な活動 読み聞かせ、プラスワン、除草作業 

２０２６年度もたくさんの地域共同活動があります。 

随時 tetoru にて小学校よりボランティアを募集されますので是非ご参加ください。 

また、令和８年度祖小っ子応援団（プラスワンボランティア）の募集もはじまり 

ました。ご興味がある方は小学校までご連絡ください。 

 

 

 

   



インクルーシブな地域を目指して 

 

この一年、「インクルーシブな地域」をテーマにコラムを書かせていただきました。 

けれど最近、ふと立ち止まって思うことがあります。 

地域というものは、本当は誰かが言葉にしなくても、人々の暮らしの中で自然に回り、動き、必要なときには

誰かが声を上げながら、少しずつ形を整えていくものなのかもしれない、と。 

そう思うと、私がこうして言葉にする必要があったのだろうか、と自分に問いかける気持ちも生まれました。 

 

それでも、このコラムがどこかで誰かの目に触れ、耳に残り、ほんの少しでも心が温かくなるきっかけになっ

たなら、それだけで十分だったのだと思います。 

誰かを責めたり傷つけたりするためではなく、温かな輪が少しでも広がってほしい。そんな願いで書き続けた

一年でした。 

 

書き始めた頃は、「何かを伝えたい」という思いが強くありました。 

けれど振り返ってみると、この時間は私自身の心を整える時間でもあったように思います。むしろ私の方が、

この一年で多くのことを学ばせていただきました。心から感謝しています。 

 

地域運営協議会の活動に関わる中で感じるのは、現代の忙しさです。 

仕事や家庭に追われる日々の中で、学校や地域の活動に関わることが難しくなっている現実もあります。 

その一方で、「煩わしいものは減らしていこう」という流れが少しずつ広がっていることにも気づきます。 

その気持ちはとてもよく分かります。けれど同時に、どこか寂しさも感じてしまうのです。 

もし忙しいからと手放し、煩わしいからと少しずつ減らしていけば、やがて地域のつながりは静かに消えてい

ってしまうかもしれません。 

人と関わる機会も、新しい出会いも減り、自分の知っている世界の中だけで生きていく社会になってしまうの

ではないでしょうか。 

 

だからこそ、ほんの少しだけ無理をして関わってみる。 

その小さな一歩が、思いがけない出会いや、新しい世界を広げてくれることもあります。 

子どもたちに「世界は広いよ」と伝えたい。 

そう願う私たち大人自身が、ほんの少し勇気を出して関わっていく。 

その小さな行動の積み重ねが、地域の温かさをつくっていくのだと思います。 

 

「少しだけ無理をして、関わってみる。」 

その一歩が、また新しい温かなつながりを生んでいくことを願っています。 

一年間、読んでくださりありがとうございました。 

 

地域学校協働活動推進員の後藤です。今号で令和７年度のつなぐだよりは最終号になります。地域

と学校をつなぐことを目的としこれからも活動をしていきます。 

 

ご意見、ご感想等ございましたら yayoijci@yahoo.co.jpまでお寄せください。 
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